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アオマツムシを東宇和郡城川町で採集

アオマツムシ ル
“
クα′′α力′bレο″お は明治以降に渡来

した中国原産の侵入種である。1986年には関東 。東

海地方を中心とした 28都 府県で確認されていた (桐

谷,2002).愛媛県では,1999年 の時点で松山市と北

条市に生虐、していることは知られていた (桑田,1991

; ψ生イ自, 1997:冤果り||, 1998 ; /1りヽ|| ・́午り‖, 1999) が,

その他の地域における生息状況は不明であつた.1999

年に調査した結果,松 山市と北条市を含む 23の 市町

村で本種を確認 し,県 内のかなり広い範囲に生虐、し

ていることが明らかになつた (佐伯,2000)こ の時

未調査であつた束宇和郡城川rrにおいて,2002年 10

月に本種の雄 1個 体を採集 したので報告する.標 本

の記録は,採 集年月 日,採 集地点,括 弧内に環境庁

標準メッシュコー ド (環境庁自然保護局,1997)の

順 とした.な お,学 名は市川 (2002)に従つた.標

図 1.ア オ マ ツ ム シ

(MatSumura, 1917)(佐伯,

ル″JJiα′Jα 力め″ο″お

2000と同一個体)

佐伯 英人

本は現在,筆 者が保管している.

個体の写真 (図 1)は ,1998年 に松山市菅沢町で

採集 した標本を撮影 したものである

標本の記録

アオマツムシルックα′た妨ルο″お(MatSumura,1917)

(MadaSumma)(図 1)

2002年 10月 5日 ,東宇和郡城川町高野子 (5032‐0633)
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